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【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 【 請 求 項 １ 】 該

前 記 挿 入 器 具 の 挿 入 情 報 手 段
を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 。
　 【 請 求 項 】 　 前 記 挿 入 情 報 手 段 は ・ 点 ・ 文 字 等 の 印 字 ， 彫 り 込 み ・ 肉 盛 等 の 刻 印
， 色 彩 の う ち か ら 選 択 さ れ た 表 示 部 で あ

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
載 の 眼 内 押 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 。
　 【 請 求 項 】 前 記 挿 入 情 報 手 段 は 、 前 記 挿 入 器 具 の 握 り 部 の 外 周 面 に 形 成 し た 挿 入 角 度
確 認 用 の 外 形 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 白 内 障 で 水 晶 体 を 摘 出 し た 後 に 、 水 晶 体 の 代 わ り に 挿 入 さ れ る 変 形 可 能 な
眼 内 挿 入 用 レ ン ズ や 、 視 力 補 正 の み を 目 的 と し て 眼 内 に 挿 入 さ れ る 変 形 可 能 な 視 力 補 正 用
レ ン ズ 等 の 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ を 眼 内 に 挿 入 す る た め の 挿 入 器 具 に 関 し 、 特 に 眼
内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 筒 の 挿 入 量 お よ び 挿 入 角 度 等 の 挿 入 情 報 を 容 易 に 確 認 可 能 と し た 眼 内
挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 １ ９ ４ ９ 年 リ ド レ イ （ Ｒ ｉ ｄ ｌ ｅ ｙ ） が 白 内 障 手 術 の 際 に 白 濁 し た 水 晶 体 の 代 わ り に 人
工 の 水 晶 体 、 即 ち 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ を 初 め て 人 眼 に 移 植 し て 以 来 、 白 内 障 の 治 療 と し て 眼
内 挿 入 用 レ ン ズ を 移 植 す る こ と は 広 く 行 わ れ て き た 。
特 開 昭 ５ ８ － １ ４ ６ ３ ４ ６ 号 公 報 に 示 さ れ て い る よ う に 、 眼 球 に 作 製 し た 小 さ な 切 開 創 か
ら 挿 入 可 能 な 、 少 な く と も 光 学 部 が 所 定 の 記 憶 特 性 を 有 す る 変 形 可 能 な 弾 性 体 等 を 用 い た
眼 内 陣 入 用 レ ン ズ ま た は 少 な く と も 光 学 部 が 所 定 の 記 憶 特 性 を 有 す る 弾 性 体 等 を 用 い 、 光

光 学 部 と 光 学 部 を 眼 内 で 支 え る 支 持 部 と か ら な る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ を 眼
内 に 挿 入 す る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に お い て 、 一 部 に

２ 、 線
り 、 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら 基 端 部 に 向 か う 外 周 面 又

は 前 記 挿 入 筒 ま た は 握 り 部 の 外 周 面 の い ず れ か 一 方 に 設 け た １ 記

３
１ に



学 部 を 眼 内 で 支 え る 異 種 部 材 か ら な る 支 持 部 を 有 す る 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 出 現
と 、 本 願 出 願 人 が 先 に 提 案 し て い る 特 開 昭 ５ ８ － １ ４ ６ ３ ４ ６ 号 、 特 開 平 ４ － ２ １ ２ ３ ５
０ 号 、 特 開 平 ５ － １ ０ ３ ８ ０ ３ 号 、  特 開 平 ５ － １ ０ ３ ８ ０ ８ 号 、 特 開 平 ５ － １ ０ ３ ８ ０
９ 号 、 特 開 平 ７ － ２ ３ ９ ９ ０ 号 の 各 公 報 に 示 さ れ て い る よ う に 、 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ
ン ズ の 光 学 部 を 圧 縮 し た り 、 巻 い た り 、 折 曲 げ た り 、 伸 ば し た り 、 折 畳 ん だ り し て 変 形 さ
せ る こ と で 、 変 形 前 の 大 き な 形 状 か ら 小 さ な 形 状 に し た 上 、 眼 球 に 作 製 し た 小 さ な 切 開 創
か ら の 挿 入 を 可 能 と す る 挿 入 器 具 の 出 現 に よ っ て 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ 挿 入 の た め の 手 術 も
小 さ な 切 開 創 で 可 能 と な り 、 手 術 後 の 乱 視 を 軽 減 す る 小 さ な 切 開 創 で の 白 内 障 手 術 が 水 晶
体 摘 出 か ら 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ 挿 入 に お い て 可 能 と な っ た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 変 形 可 能 な 眼 内 レ ン ズ １ と し て 、 変 形 可 能 な 弾 性 体 で 形 成 し
た 円 形 の 光 学 部 ２ の 外 周 部 に 、 光 学 部 ２ と 異 種 の 可 撓 性 材 料 で 形 成 し た １ 対 の 支 持 部 ３ の
基 部 ３ aを 埋 込 み 固 着 し 、 支 持 部 ３ の 線 状 の 突 出 部 ３ bを 湾 曲 さ せ 、 ２ つ の 支 持 部 ３ を 対 称
形 に 配 置 し た も の や 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 図 １ ３ と 同 様 な 変 形 可 能 な 材 料 か ら な り 、 円
形 の 光 学 部 ２ の 外 周 か ら 一 体 に 、 光 学 部 ２ を 支 え る 厚 さ が 薄 い 板 状 の 前 、 後 ２ つ の 支 持 部
４ を 相 対 向 さ せ て 突 出 さ せ た も の も あ っ た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 す も の な ど 、 光 学 部 ２ と 支 持 部 ３ ま た は 支 持 部 ４ と か ら な
り 、 少 な く と も 光 学 部 が 変 形 可 能 な 眼 内 レ ン ズ １ を 大 き な 形 状 か ら 小 さ な 形 状 に ２ つ 折 り
状 に す る な ど 折 畳 ん で 変 形 さ せ ． 円 筒 状 な ど に 形 成 し た 挿 入 筒 に 通 し て 眼 球 に 作 製 し た 切
開 創 か ら 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 眼 内 に 挿 入 す る に は 、 例 え ば 時 開 平 ７ － ２ ３ ９ ９ ０ 号 公 報
に 示 さ れ る 挿 入 器 具 な ど を 用 い て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 挿 入 器 具 を 用 い て 、 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 小 さ な 切 開 創 か ら 挿 入 す る に
は 、 挿 入 器 具 の 包 持 部 材 の 開 閉 機 構 を 開 い て レ ン ズ 設 置 部 に 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 入 れ 、
開 閉 機 構 を 閉 じ る こ と で 、 レ ン ズ 設 置 部 に 入 れ た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 変 形 前 の 大 き な 形
状 か ら 小 さ い 形 状 に 変 形 さ せ 、 器 具 本 体 に 取 り 付 け た 係 止 部 材 を レ ン ズ 設 置 部 側 に 移 動 さ
せ て 開 閉 機 構 を 閉 状 態 に 係 止 す る こ と に よ り 、 設 置 部 内 に 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 設 置 す る
。
　 そ の 後 、 挿 入 器 具 の 押 出 し 機 構 の 操 作 に よ っ て 、 押 出 し 軸 を 前 進 さ せ 、 設 置 部 内 の 眼 内
挿 入 用 レ ン ズ １ を 押 出 し 、 設 置 部 の 先 端 側 に 連 な る 挿 入 筒 内 を 通 し て 、 切 開 創 に 挿 入 し た
前 記 挿 入 筒 の 先 端 か ら 眼 内 に 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 挿 入 さ せ て い る 。
　 挿 入 筒 の 形 状 は 先 細 の テ ー パ 状 に し て あ り 、 よ り 小 さ な 創 口 か ら 眼 内 レ ン ズ を 挿 入 可 能
に し て い る 。
　 さ ら に は 、 挿 入 筒 先 端 か ら 挿 入 筒 基 端 部 方 向 に 向 か っ て 形 成 し た ス リ ッ ト に よ っ て レ ン
ズ の 応 力 を 徐 々 に 解 放 し 、 レ ン ズ 自 体 を そ の ス リ ッ ト 部 分 か ら 眼 内 に 挿 入 す る 構 造 も 公 知
の も の と な っ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 さ ら に 応 力 の 解 放 を よ り 緩 や か に し て 安 全 性 を 高 め よ う と 、 よ り 基 端 部
に 近 い 部 位 か ら 先 端 ま で 応 力 解 放 用 の 長 い ス リ ッ ト を 形 成 す る と 、 切 開 創 部 分 の 眼 内 組 織
に 前 記 ス リ ッ ト が 干 渉 し て し ま い 、 レ ン ズ を 押 出 す 際 に 切 開 創 部 分 の 眼 内 組 織 と 接 触 し て
創 口 を 損 傷 す る 危 険 が あ つ た 。
　 そ の た め 、 眼 内 組 織 を 損 傷 し な い よ う な 長 さ の ス リ ッ ト か ら 充 分 な 緩 や か さ で 応 力 を 解
放 す る た め に は 、 挿 入 筒 の 内 部 面 積 変 形 さ れ る レ ン ズ の 横 断 面 積 に 近 く し な け れ ば な ら
ず 、 挿 入 筒 の 太 さ は あ る 程 度 以 上 小 さ く す る こ と が 不 可 能 で あ り 、 結 果 と し て 切 開 創 の 大
き さ が 決 定 さ れ て い た 。 さ ら に は 　 創 口 か ら 挿 入 筒 を 挿 入 す る 際 の 操 作 性 に も 限 界 が あ つ
た 。
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 技 術 に 示 す よ う な 、 少 な く と も 光 学 部 が 変 形 可 能 な 弾 性 体 等
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を 用 い た 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ 、 ま た は 少 な く と も 光 学 部 が 変 形 可 能 な 弾 性 体 を 用
い 、 光 学 部 を 眼 内 で 支 え る 異 種 部 材 か ら 成 る 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ を 、 変 形 前 の 大
き な 形 状 か ら 小 さ な 形 状 に 変 形 さ せ た 上 、 円 筒 形 状 ま た は 扁 平 形 状 に 形 成 し 挿 入 筒 形 状 に
し た 先 細 の 先 端 部 を 介 し て 眼 球 に 作 製 し た 小 さ な 切 開 創 か ら 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ
を 眼 内 に 挿 入 す る 前 記 の 挿 入 器 具 に は 、 次 の よ う な 問 題 点 が あ つ た ，
　 a）  挿 入 筒 は 、 基 端 部 か ら 先 端 部 ま で 同 材 質 で 、 レ ン ズ が 挿 入 筒 内 部 を 移 動
し て も 破 壊 さ れ な い よ う な 強 固 な 素 材 で 形 成 さ れ て い た た め に 、 レ ン ズ が 挿 入 筒 先 端 部 か
ら 眼 内 に 排 出 さ れ る 際 、 挿 入 筒 内 に 折 畳 ま れ た レ ン ズ が 挿 入 筒 先 端 よ り ス ム ー ズ に 展 開 し
な が ら 排 出 さ れ る よ う に 、 応 力 開 放 構 造 と し て 挿 入 筒 の 開 口 先 端 よ り 軸 方 向 に 向 け て 軸 心
よ り 上 方 と な る 所 定 の 角 度 位 置 に ス リ ッ ト を 形 成 し て 、 折 畳 ま れ た レ ン ズ の 外 周 部 が 展 開
し 易 い よ う に し な け れ ば な ら な か つ た 。
　 し か し な が ら 、 挿 入 筒 の 先 端 部 を 小 さ な 切 開 創 に 挿 入 す る 際 の 挿 入 筒 の 挿 入 角 度 が 所 定
の 角 度 、 即 ち ス リ ッ ト 形 成 位 置 を 水 平 と な る よ う に し て 挿 入 し な い と 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ
の 変 形 時 に 生 じ た 応 力 が 一 気 に 解 放 さ れ 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛
び 出 し て 眼 内 組 織 を 損 傷 さ せ る 危 険 が あ っ た 。
　 b） ま た 、 前 記 眼 球 に 形 成 し た 小 さ な 切 開 創 に 、 挿 入 筒 の 先 端 部 を 挿 入 す る 際
の 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら の 挿 入 量 が 所 定 の 挿 入 量 で な い と 、 態 々 前 記 レ ン ズ の 変 形 時 に 生 じ
る 応 力 を 吸 収 す る た め に 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら 挿 入 筒 基 端 部 方 向 に 向 か っ て 形 成 し た ス リ ッ
ト が 創 口 に よ り 閉 塞 さ れ る 結 果 、 前 記 レ ン ズ が 意 図 し て い る 速 度 以 上 の 速 度 で 排 出 さ れ 、
円 滑 な 手 術 が 行 え な い 。
　 ｃ ） さ ら に ， 前 記 同 様 に 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら の 挿 入 量 が 所 定 の 挿 入 量 で な い と 、 レ ン ズ
排 出 時 に お け る 挿 入 筒 に 形 成 し た 応 力 開 放 構 造 と し て の ス リ ッ ト 機 能 が 発 揮 で き ず 、 前 記
押 し 出 さ れ る レ ン ズ に 対 す る 押 圧 負 荷 ， 並 び に 挿 入 器 具 、 特 に 挿 入 筒 先 端 部 へ の 負 荷 が 増
大 し 、 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛 び 出 し て 眼 内 組 織 を 損 傷 さ せ る 危 険 が あ る と 共
に 、 レ ン ズ を 眼 内 に 挿 入 す る 際 の 手 術 中 の 取 扱 い が ス ム ー ス に で き ず 、 レ ン ズ の 応 力 の 解
放 を よ り 緩 や か に し て 微 妙 な コ ン ト ロ ー ル を 制 御 し て 安 全 性 を 高 め る こ と が で き な い と い
う 問 題 が あ る 。
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、

前 記 挿 入 器 具 の 挿 入 情 報
手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 、

　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 と す る こ と で 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ が 水 平 状 態 に な る よ う に 前 記 情 報
手 段 に よ り 確 認 し な が ら 前 記 挿 入 筒 を 回 動 し 、 先 端 よ り 水 平 状 態 で ス ム 一 ズ に 展 開 し な が
ら 排 出 す る こ と が 可 能 と な り 、 眼 内 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛 び 出 し て 眼 内 組 織
を 損 傷 さ せ る 危 険 が 防 止 で き 、 操 作 性 と 安 全 性 の 向 上 が 図 れ 、 手 術 中 の ト ラ ブ ル が 減 少 し
、 安 全 で 円 滑 な 手 術 を 行 う こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 記 載 の 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に お
い て 、 前 記 挿 入 情 報 手 段 は 、 前 記 挿 入 器 具 の 握 り 部 の 外 周 面 に 形 成 し た 挿 入 角 度 確 認 用 の
外 形 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 請 求 頃 ２ ～ ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 挿 入 情 報 手 段 は 、 挿 入 筒 或 い は 器 具 本 体 の 握 り
部 の 成 型 時 又 は 、 成 型 後 で あ っ て も 容 易 に 付 設 す る こ と が 可 能 と な り 、 レ ン ズ を 眼 内 に 挿
入 す る 際 の 手 術 中 の 取 扱 い が ス ム ー ス に で き 、 レ ン ズ の 応 力 の 解 放 を よ り 緩 や か に し て 微
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光 学 部 と 該 光 学 部 を 眼 内 で 支 え る 支 持 部 と か ら な る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ
を 眼 内 に 挿 入 す る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に お い て 、 一 部 に

請 求 項 １ に 記 載 の 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に お い て 前 記 挿 入 情
報 手 段 は 、 線 ・ 点 ・ 文 字 等 の 印 字 ， 彫 り 込 み ・ 肉 盛 等 の 刻 印 ， 色 彩 の う ち か ら 選 択 さ れ た
表 示 部 で あ り 、 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら 基 端 部 に 向 か う 外 周 面 又 は 前 記 挿 入 筒 ま た は 握 り 部 の
外 周 面 の い ず れ か 一 方 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
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妙 な コ ン ト ロ ー ル を 制 御 し て 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。
　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 請 求 項 記 載 の 挿 入 器 具 の 握 り 部 の 外 周 面 に 形 成 し た 挿 入 角 度 確 認 用
の 外 形 形 状 は 、 挿 入 器 具 の 握 り 部 の 外 周 面 の 形 状 お よ び 前 記 外 周 面 に 施 し た 色 彩 を も 包 含
す る も の と す る 。
　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明
す る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 に 係 る 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 の 第 １ 実 施 形 態 の 斜 視
図 で あ り 、 本 件 出 願 人 が 先 に 出 願 し た 特 願 平 １ ０ － ２ ３ ９ １ ２ ４ 号 （  特 開 平 １ ２ － ６ ０
８ ８ ０ 号 ） に よ っ て 開 示 さ れ た も の と 挿 入 筒 ２ １ 以 外 は 同 様 な 器 具 本 体 １ ２ を 備 え 、 こ の
本 体 １ ２ の 握 り 部 １ ０ の 末 端 部 １ ２ a外 周 部 に 雄 ネ ジ １ ２ bを 形 成 し て あ り 、 押 出 し 機 構 部
１ １ に 設 け た 操 作 筒 １ ４ の 内 周 部 に 形 成 さ れ た 雌 ネ ジ １ ４ aに 前 記 雄 ネ ジ １ ２ bを ネ ジ 嵌 合
さ せ て あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 押 出 し 機 構 部 １ １ に は 操 作 筒 １ ４ と 略 同 軸 に 設 け ら れ た 押 出 し 軸 １ ５ の 末 端 部 を 互 い に
回 転 可 能 な 形 態 で 挿 入 し て あ り 、 押 出 し 軸 １ ５ は 図 示 し な い 回 転 抑 制 機 構 に よ り 操 作 筒 １
４ に 対 し て 回 動 し な い 状 態 で 長 手 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。
　 前 記 押 出 し 軸 １ ５ の 先 端 部 １ ５ aは 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 押 出 す の に 適 し た 公 知 の 太 径
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 小 さ く 折 り 畳 み 設 置 す る た め の 包 持
部 材 １ ６ は 、 器 具 本 体 １ ２ の 先 端 部 に 結 合 さ れ て お り 、 公 知 の 構 成 に よ り 眼 内 挿 入 用 レ ン
ズ １ を 開 状 態 で セ ッ ト し 、 閉 状 態 に す る こ と で 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 二 つ 折 り に し た 状 態
の ま ま 包 持 す る よ う に な っ て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 器 具 本 体 １ ２ に は 、 手 術 等 の 使 用 時 に ペ ン 状 態 に 保 持 し た 際 に 、 前 記 握 り 部 １ ０
の 一 部 と し て も 使 用 さ れ る ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ が 軸 方 向 に 回 転 せ ず に 移 動 可 能 に 嵌 合 さ
れ て い て 、 前 記 ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ に 形 成 し た 溝 ２ ７ aに よ っ て 前 記 包 持 部 材 １ ６ を 閉
状 態 に 固 定 す る 。 前 記 器 具 本 体 １ ２ 、 操 作 筒 １ ４ 、 押 出 し 軸 １ ５ ， 包 持 部 材 １ ６ お よ び 包
持 部 材 １ ６ と 一 体 に 形 成 さ れ た 挿 入 筒 ２ １ は 、 そ れ ぞ れ 合 成 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 挿 入 器 具 を 用 い て 図 １ ３ に 示 す よ う な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 眼 内 に 挿 入 す る 。
　 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ は 光 学 部 ２ お よ び 支 持 部 ３ か ら 構 成 さ れ 、 支 持 部 ３ は 光 学 部 ２ と は
異 種 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 そ の バ ネ 性 に よ り 眼 内 に 固 定 さ れ る 。
　 折 り 畳 ん で 包 持 さ れ た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の 眼 内 へ の 挿 入 方 法 は 以 下 の よ う に な る 。
　 水 晶 体 を 摘 出 し た 創 口 を 介 し て 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 を 眼 内 に 挿 入 し ． 操 作 筒 １ ４ を 回 転
し て 押 出 し 軸 １ ５ を 前 進 さ せ る こ と に よ り 、 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 か ら 押 出 し 、 眼 内 挿 入 用
レ ン ズ １ を 眼 内 に 挿 入 す る 方 法 を 用 い る 。 押 出 し 軸 １ ５ に よ り 挿 入 筒 ２ １ 内 部 の 空 間 を 移
動 し た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ は 光 学 部 ２ の 弾 性 復 元 力 に よ り 挿 入 筒 ２ １ か ら 排 出 さ れ た 際 に
、 二 つ 折 り に さ れ る 前 の 形 状 に 復 元 す る 。
　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 挿 入 器 具 の 挿 入 筒 ２ １ の 要 部 を 示
す も の で 、 図 ２ は 挿 入 筒 １ ２ を 先 端 側 か ら 見 た 拡 大 正 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 矢 印 Ａ 方 向 よ り
見 た 右 側 面 図 　 図 ４ は 図 ２ の 矢 印 Ｂ 方 向 よ り 見 た 左 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 は 、 全 体 的 に 先 細 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 両 側 よ り 押 潰 し た 扁 平 状 部
３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ を 有 し 、 図 ３ の 右 側 面 図 に 良 く 見 ら れ る よ う に 、 よ り 小 さ い 切 開 創 か ら 眼
内 挿 入 用 レ ン ズ １ を 挿 入 す る た め の 切 欠 き 部 ３ ０ お よ び 挿 入 筒 ２ １ の 閉 口 先 端 部 よ り 軸 方
向 に 向 け て 軸 心 よ り 上 方 と な る 所 定 の 角 度 位 置 に 形 成 し た ス リ ッ ト ３ １ か ら な る 第 １ の 応
力 開 放 構 造 と 、 第 ２ の 応 力 解 放 構 造 で あ る 挿 入 筒 ２ １ の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 形 成 さ れ
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て 、 前 記 第 １ の 応 力 解 放 構 造 側 に 延 び る 第 ２ ス リ ッ ト ３ ２ が 設 け て あ る 。 ま た ． 前 記 第 ２
ス リ ッ ト ３ ２ の 基 端 部 側 近 傍 に は 、 挿 入 筒 ２ １ の 眼 内 切 開 創 へ の 挿 入 量 の 挿 入 状 態 を 確 認
す る た め 、 挿 入 情 報 表 示 手 段 と し て の 十 字 状 の 刻 印 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 刻 印 ４ ０ は 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 外 表 面 に 形 成 し た 切 込 み 及 び 彫 り 込 み 、 或 い は 肉 盛
り に よ っ て 形 成 さ れ た 表 示 部 に よ り 、 外 部 か ら 位 置 が 確 認 で き る よ う に し た も の で あ る 。
　 な お 、 前 記 挿 入 情 報 表 示 手 段 と し て は 、 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら 基 端 部 に 向 か う 外 周 面 に 設
け た 線 ・ 点 ・ 文 字 等 の 印 字 に よ っ て 形 成 さ れ た 表 示 部 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 前 記 挿 入 筒
２ １ の 先 端 部 か ら 挿 入 筒 ２ １ が 眼 内 切 開 創 内 に 挿 入 す る の に 最 適 の 挿 入 量 を 示 す 挿 入 部 分
の 挿 入 筒 ２ １ 外 表 面 の 色 彩 を 代 え る こ と で 確 認 で き る よ う に し て も よ い し 、 さ ら に は 、 前
記 挿 入 筒 ２ １ 外 表 面 に 転 写 ・ シ ー ル を 施 し た も の で も よ い 。
　 図 ２ の 矢 印 B方 向 よ り 見 た 図 ４ に は 、 第 １ の 応 力 解 放 構 造 で あ る ス リ ッ ト ３ １ が 前 記 挿
入 筒 ２ １ の 先 端 部 側 か ら 挿 入 筒 ２ １ の 基 端 部 側 に 成 形 さ れ て い る 状 態 が 示 さ れ て い る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の 応 力 解 放 構 造 で あ る 第 １ ス リ ッ ト ３ １ は 、 図 ４ の 幅 方 向 中 央 に 挿 入 筒 ２ １ の 先 端
部 か ら 基 端 部 側 に 延 び 、 図 ２ 、 図 ３ に も 示 す よ う に 、 第 １ ス リ ッ ト ３ １ の 基 端 ３ １ aと 間
隔 を 設 け て 挿 入 筒 ２ １ の 軸 方 向 と 直 角 な 方 向 に 第 ２ ス リ ッ ト ３ ２ と 反 対 側 の 部 分 に 形 成 し
て あ る 。 ま た 、 先 細 に な る よ う に 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 が 扁 平 部 ３ ０ a、 ３ ０ bに よ っ て 形 成
さ れ 、 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 第 １ ス リ ッ ト ３ １ の 先 端 部 が 右 側 に 湾 曲 し て 若 干 突 出 さ
せ て あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の 挿 入 時 に は 、 先 ず 第 ２ ス リ ッ ト ３ ２ の 位 置 を レ ン ズ が 押 出 し 軸 １
５ の 押 出 し に よ っ て 通 過 し た 時 点 で 第 ２ ス リ ッ ト ３ ２ が わ ず か に 拡 が り 、 眼 内 挿 入 用 レ ン
ズ １ が 二 つ 折 り 状 態 か ら 元 の 形 状 に 復 元 し よ う と す る 応 力 の 一 部 を 解 放 す る ， さ ら に 眼 内
挿 入 用 レ ン ズ １ が 第 １ ス リ ッ ト ３ １ の 基 端 ３ １ aま で 移 動 す る と 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の
復 元 応 力 で 第 １ ス リ ッ ト ３ １ が 開 き 、 そ の 復 元 応 力 を 解 放 し な が ら 前 記 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ
１ の 辺 縁 部 を 第 １ ス リ ッ ト ３ １ か ら 挿 入 筒 ２ １ 先 端 部 の 側 部 へ 押 出 す 。
　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 の 状 況 に お い て は 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 閉 口 部 ２ １ aお よ び 第 １ ス リ ッ ト ３ １ は
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 軸 心 に 対 し て 傾 い た 状 態 で あ る た め 、 排 出 さ れ る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ
１ も 軸 心 に 対 し 傾 斜 し た 状 態 で 排 出 さ れ る こ と に な り 、 レ ン ズ の 変 形 特 に 生 じ た 応 力 が 一
気 に 解 放 さ れ 、 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛 び 出 し て 眼 内 組 織 を 損 傷 さ せ る 危 険 が
あ る 。
　 従 っ て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 切 開 創 内 に 挿 入 す る 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 開 口 部 及 び 第 １ ス リ
ッ ト ３ １ が 軸 心 に 対 し 水 平 に な る よ う に す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 挿 入 筒 ２ １ の 外 周 側 面
に 形 成 し た 挿 入 状 態 を 表 示 し た 十 字 状 の 刻 印 ４ ０ を 確 認 し な が ら 器 具 本 体 １ ２ の 握 り 部 １
０ を 回 動 さ せ 、 前 記 挿 入 簡 ２ １ の 先 端 関 口 部 ２ １ aよ り 折 畳 ま れ た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を
眼 内 に 排 出 す る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 眼 内 レ ン ズ １ が そ の 復 元 力 に よ り 第 １ ス リ ッ ト ３ １ を 介 し て 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 開
口 部 ２ １ aか ら 押 出 さ れ た 状 態 を 示 す 。
　 レ ン ズ １ の 辺 縁 部 が 第 １ ス リ ッ ト ３ １ 開 口 部 よ り 押 出 さ れ 、 レ ン ズ １ の 復 元 応 力 が 充 分
に 解 放 さ れ た 後 、 第 １ ス リ ッ ト ３ １ が 元 の 状 態 に 戻 ろ う と す る 力 で 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ を
挟 み 込 む こ と で 固 定 さ れ る 。 こ の 後 、 さ ら に 押 出 し 軸 １ ５ を 押 出 す こ と で 眼 内 挿 入 用 レ ン
ズ １ 全 体 が 水 平 な 状 態 で 眼 内 に 挿 入 さ れ る 。
　 な お 、 前 記 切 開 創 を 介 し て 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 が 眼 内 に 挿 入 さ れ た 挿 入 量 並 び に 先 端 開
口 部 ２ １ aの 水 平 状 態 を 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 外 周 側 面 に 形 成 し た 十 字 状 の 刻 印 ４ ０ を 確 認
す る こ と で 判 断 で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て は 、 切 開 創 へ の 挿 入 を 容 易 に す る た め に 挿 入 筒 ２ １ 先 端 部 分
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に 扁 平 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ を 設 け て あ り 、 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 部 分 の 内 部 体 積 は 小 さ く な っ て
い る 。 そ の た め 、 第 ２ の 応 力 解 放 構 造 で あ る 第 ２ ス リ ッ ト ３ ２ が 形 成 さ れ て い な い と 、 折
り た た ま れ た 状 態 で 最 も 体 積 の 大 き い レ ン ズ 中 心 付 近 が 第 １ ス リ ッ ト ３ １ の 根 元 付 近 を 通
過 す る 際 に 、 そ の 復 元 力 が 一 気 に 解 放 さ れ る た め に 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ が 第 １ ス リ ッ ト ３
１ か ら 勢 い よ く 押 出 さ れ 、 図 １ ３ に 示 す 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の 支 持 部 ３ に よ り 眼 内 組 織 を
損 傷 す る 危 険 が あ る が こ れ ら を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 に 用 い た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う な 光 学 部 ２ と 支
持 部 ３ と を 異 種 の 材 料 の も の に し た が 、 図 １ ４ な ど に 示 す 光 学 部 ２ と 同 種 の 材 料 か ら な る
支 持 部 ４ を 持 ち 、 材 料 自 体 の 弾 性 力 或 い は 記 憶 特 性 を 有 す る 弾 性 体 材 料 に よ っ て 眼 内 に 固
定 す る も の で あ っ て も 使 用 で き る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の 挿 入 角 度 及 び 挿 入 量 な ど の 挿 入 情
報 手 段 を 、 前 記 挿 入 器 具 の 挿 入 筒 の 所 定 位 置 に 設 け 、 眼 内 へ 挿 入 さ れ る 挿 入 筒 の 押 入 状 態
を 確 認 す る よ う に し た が 、 挿 入 角 度 の 情 報 に つ い て は 、 前 記 挿 入 器 具 の 挿 入 筒 ２ １ の 表 示
部 に 代 え て 、 挿 入 器 具 の 握 り 部 に 挿 入 角 度 確 認 用 の 挿 入 情 報 手 段 を 設 け る よ う に し て も 良
い こ と は 勿 論 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 挿 入 情 報 手 段 を 挿 入 器 具 の 握 り 部 １ ０ に 設 け た 状 態 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 、
図 ７ ， 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ７ ， 図 ８ の （ ａ ） ， （ ｂ ） に お い て 、 前 述 の 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に は 同
一 符 号 を 付 し て 、 説 明 を 省 略 し 、 異 な る 部 分 に つ い て の み 説 明 す る 。
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ １ の 挿 入 角 度 の 挿 入 情 報 手 段 を 挿 入 器 具 １ ２
の 前 方 の ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ 及 び 器 具 １ ２ 後 方 の 握 り 部 １ ０ に そ れ ぞ れ 設 け た も の で 、
４ １ は ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ で あ る 握 り 部 １ ０ の 外 表 面 に 形 成 し た 切 込 み 及 び 彫 り 込 み 、
或 い は 肉 盛 り 等 の 情 報 手 段 と し て の 表 示 部 で 、 図 ８ の （ ｂ ） の 状 態 に 示 す よ う に 、 挿 入 筒
２ １ の 先 端 開 口 部 ２ １ aを 軸 芯 に 対 し て 水 平 に 傾 け た 状 態 で 、 前 記 表 示 部 ４ １ を 正 確 に 確
認 で き る よ う に し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 前 記 表 示 部 ４ １ を 器 具 １ ２ の 真 上 よ り 観 察 で
き る 状 態 に 器 具 １ ２ を 傾 斜 さ せ る こ と で 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 扁 平 開 口 部 ２ １ aが 水 平 状 態
に 保 持 さ れ て い る こ と が 確 認 で き る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ ～ 図 １ ２ の （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 上 記 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す も の で 、
図 ９ ， 図 １ ０ の （ ａ ） ， （ ｂ ） は 握 り 部 １ ０ で あ る ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ の 外 形 形 状 を 変
形 し 、 外 周 上 面 部 に 挿 入 筒 ２ １ の 先 端 関 口 部 ２ １ aを 軸 芯 に 対 し て 水 平 に 傾 け た 状 態 で 、
水 平 面 と な る 挿 入 角 度 情 報 手 段 と し て の 切 欠 き 面 ４  ２ を 形 成 し た も の で あ っ て 、 前 記 切
欠 き 面 ４ ２ を 水 平 状 態 に な る よ う に 挿 入 器 具 １ ２ を 傾 け る こ と で 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 扇 平
開 口 部 ２ １ aが 水 平 状 態 に 保 持 さ れ て い る こ と が 確 認 で き る も の で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 図 １ １ ， 図 １ ２ の （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 握 り 部 １ ０ で あ る ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ の 外
形 形 状 を 四 角 形 に 変 形 し 、 四 角 形 の 一 面 に 挿 入 角 度 情 報 手 段 と し て の 外 周 水 平 面 ４ ３ を 水
平 に 傾 け た 状 態 で 、 前 記 挿 入 筒 ２ １ の 扁 平 開 口 部 ２ １ aが 水
平 状 態 に 保 持 さ れ て い る こ と が 確 認 で き る よ う に し た も の で あ る 。
　 な お 、 前 記 握 り 部 １ ０ の 外 形 形 状 は 上 部 に 水 平 面 を 持 つ よ う な 三 角 形 ， 五 角 形 ， 六 角 形
な ど の 多 角 形 で も よ く 、 そ れ ぞ れ の 水 平 面 に 異 な る 色 彩 を 持 た せ る よ う に し て も よ い ．
　 ま た 、 器 具 １ ２ の 握 り 部 １ ０ は 　 使 用 に 際 し て 器 具 １ ２ を ペ ン 保 持 状 態 に し て 使 用 す る
た め 、 ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ の 外 形 形 状 を 変 形 さ せ た も の に つ い て 説 明 し た が 、 器 具 本 体
１ ２ の 後 方 筒 状 部 １ ２ ａ を 前 記 の よ う に 変 形 さ せ て 、 挿 入 角 度 の 情 報 手 段 と す る こ と も 勿
論 可 能 で あ る し 、 器 具 １ ２ お よ び ス ラ イ ド ス ト ッ パ ２ ７ の 外 形 形 状 を 変 更 す る こ と な く 、
円 筒 状 の も の に 前 記 水 平 面 に 相 当 す る 部 分 を 互 い に 異 な る 色 彩 と し て 、 挿 入 角 度 情 報 手 段
と す る こ と も 可 能 で あ る 。
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　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 述 の 各 実 施 形 態 に お い て は 、 挿 入 器 具 の 挿 入 筒 先 端 か ら 挿 入 筒 基 端 部 方 向 に 向 か っ て
形 成 し た ス リ ッ ト に よ っ て レ ン ズ の 応 力 を 徐 々 に 解 放 す る よ う に し た 応 力 開 放 機 構 を 備 え
た 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に 適 用 し た も の に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 の 前 記 眼 内
へ 挿 入 さ れ る 挿 入 筒 の 挿 入 状 態 を 確 認 す る 挿 入 情 報 手 段 は 、 前 記 応 力 開 放 機 構 を 持 た な い
形 式 の 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 に 適 用 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 説 明 し た と お り 、 本 発 明 の 変 形 可 能 な 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 で は 、
挿 入 器 具 の 握 り 部 ま た は 挿 入 筒 の い ず れ か 一 方 の 所 定 位 置 に 前 記 眼 内 へ 挿 入 さ れ る 挿 入 筒
の 挿 入 状 態 を 確 認 す る 挿 入 情 報 手 段 を 設 け た 構 成 と し た の で 、 挿 入 筒 の 先 端 開 口 部 か ら 排
出 さ れ る 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ を 、 該 レ ン ズ が 水 平 状 態 に な る よ う に 前 記 情 報 手 段 に よ り 確 認
し な が ら 前 記 挿 入 筒 を 回 動 し 、 先 端 開 口 部 よ り 水 平 状 態 で ス ム ー ズ に 展 開 し な が ら 排 出 す
る こ と が 可 能 と な り 、 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛 び 出 し て 眼 内 組 織 を 損 傷 さ せ る
危 険 が 防 止 で き 、 操 作 性 と 安 全 性 の 向 上 が 図 れ 、 手 術 中 の ト ラ ブ ル が 減 少 し 、 安 全 で 円 滑
な 手 術 を 行 う こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 前 記 眼 球 に 形 成 し た 小 さ な 切 開 創 に 、 挿 入 筒 の 先 端 部 を 挿 入 す る 際 の 挿 入 筒 の 挿
入 量 を 所 定 の 挿 入 量 と す る こ と が で き る の で 、 前 記 レ ン ズ の 変 形 時 に 生 じ る 応 力 を 吸 収 す
る た め に 挿 入 筒 の 先 端 部 か ら 挿 入 筒 基 端 部 方 向 に 向 か っ て 形 成 し た ス リ ッ ト が 創 口 に よ り
閉 塞 さ れ る こ と が な く 、 円 滑 な 手 術 が 行 え る 。
　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 発 明 で は 、 前 記 同 様 に 挿 入 筒 の 挿 入 量 及 び 挿 入 角 度 を 正 確 に 確 認 す る こ と
が で き る の で 、 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ 排 出 時 に お け る 挿 入 筒 に 形 成 し た 応 力 開 放 構 造 と し て の
ス リ ッ ト 機 能 が 充 分 発 揮 で き 、 押 出 さ れ る 前 記 レ ン ズ に 対 す る 押 圧 負 荷 ， 並 び に 挿 入 器 具
特 に 挿 入 筒 先 端 部 へ の 負 荷 が 増 大 し 、 レ ン ズ が 眼 内 の 意 図 し な い 方 向 に 飛 び 出 し て 眼 内 組
織 を 損 傷 さ せ る 危 険 を 防 止 で き る と 共 に 、 レ ン ズ を 眼 内 に 挿 入 す る 際 の 手 術 中 の 取 扱 い が
ス ム ー ス に で き 、 レ ン ズ の 応 力 の 解 放 を よ り 緩 や か に し で 微 妙 な コ ン ト ロ ー ル を 制 御 し て
安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。
　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
本 発 明 の 眼 内 挿 入 用 レ ン ズ の 挿 入 器 具 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 挿 入 器 具 全 体 の 斜
視 図 。
　 　 【 図 ２ 】
　 図 １ の 挿 入 筒 を 示 す 要 部 の 正 面 図 。
　 　 【 図 ３ 】
　 図 １ の 挿 入 筒 を 示 す 要 部 の 矢 印 Ａ 方 向 よ り 見 た 右 側 面 図 。
　 　 【 図 ４ 】
　 図 １ の 挿 入 筒 を 示 す 要 部 の 矢 印 Ｂ 方 向 よ り 見 た 左 側 面 図 。
　 　 【 図 ５ 】
　 図 １ の 挿 入 筒 の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 の 動 作 説 明 図 。
　 　 【 図 ６ 】
　 図 １ の 挿 入 筒 の 使 用 状 態 を 示 す 要 部 の 動 作 説 明 図 。
　 　 【 図 ７ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 図 １ 相 当 図 。
　 　 【 図 ８ 】
　 （ ａ ） は 図 ７ の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ７ の 使 用 状 態 の 正 面 図 。
　 　 【 図 ９ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 変 形 例 を 示 す 図 ７ 相 当 図 。
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　 　 【 図 １ ０ 】
　 （ ａ ） は 図 ９ の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ９ の 使 用 状 態 の 正 面 図 。
　 　 【 図 １ １ 】
　 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の さ ら に 異 な る 変 形 例 を 示 す 図 ７ 相 当 図 。
　 　 【 図 １ ２ 】
　 （ ａ ） は 図 １ １ の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ １ の 使 用 状 態 の 正 面 図 。
　 　 【 図 １ ３ 】
　 従 来 の 変 形 可 能 な 眼 内 レ ン ズ の 平 面 図 。
　 　 【 図 １ ４ 】
　 従 来 の 変 形 可 能 な 眼 内 レ ン ズ の 他 の 例 を 示 す 平 面 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 眼 内 レ ン ズ
２ 　 　 　 　 光 学 部
３ 　 　 　 　 異 種 の 可 撓 性 材 料 の 支 持 部
４ 　 　 　 　 光 学 部 と 同 材 料 の 支 持 部
１ ０ 　 　 　 握 り 部
１ ２ 　 　 　 器 具 本 体
１ ４ 　 　 　 操 作 筒
１ ５ 　 　 　 押 出 し 軸
１ ６ 　 　 　 包 持 部 材
２ １ 　 　 　 挿 入 筒
２ ７ 　 　 ス ラ イ ド ス ト ッ パ
３ ０ 　 　 　 挿 入 筒 の 先 端 部 に 設 け た 切 欠 き 部
３ １ 　 　 　 挿 入 筒 の 軸 方 向 に 向 け て 形 成 し た 第 １ ス リ ッ ト
３ ２ 　 　 　 挿 入 箇 の 軸 方 向 と 直 角 な 第 ２ ス リ ッ ト
３ ０ ａ 　 　 　 扁 平 部
３ ０ ｂ 　 　 　 扁 平 部
４ ０ 　 　 　 　 刻 印 （ 挿 入 情 報 手 段 ）
４ １ ， ４ ２ ， ４ ３ 　 水 平 面 （ 挿 入 情 報 手 段 ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
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